
第１部 カリキュラム・マネジメント 第Ⅲ章 １ (4) 実践事例 

 

１(４) グランドデザインの策定 

 生徒の実態を基に，全教職員が関わり策定するグランドデザイン 

 

 

 

 

 

実践学校 Ｂ中学校 

実践時期 ２月上旬～ 

 

〇 グランドデザインの項目ごとに担当教員を決め，生徒の実態と全教職員に実施した

アンケートを参考に，資質・能力の育成を目指し，本年度のグランドデザインを修正

して，来年度の活動の重点を提案します。 

 

〇 グランドデザインの学習項目については研究主任が中心となり，生徒の実態や全教

職員の意見を取り入れながら，資質・能力の育成を目指して来年度の具体的な取組を

決めだしていきました。 

 

① 実態把握 

  生徒の学習の様子について，概念化シートを用いた現状把握を行うと，次の３点が

課題であると見えてきました。 

 ａ グループやペア活動の在り方 

 ｂ 学びを振り返る場面（見とどけ）の在り方 

 ｃ 宿題の質（家庭学習の充実） 

そこで，この３点について，どのような 

 実態があるのか，全教職員に右のようなア 

ンケートを実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☞こんな実践 

 グランドデザインの策定の際に，学習に関する項目について，研究主任が中心

となり，全教職員の意見を集約し，資質・能力の育成を目指して，来年度の具体的

な取組を決めだし，グランドデザインへ反映させていった実践です。 

ここがポイント！ 

教職員へのアンケート項目は

どのように決めだしましたか？ 

 生徒の課題につながる教師自

身の取組に加え，資質・能力

の育成に関わる項目を取り入

れるようにしました。 
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② 生徒，教師の実態からの検討 

  教職員へ実施したアンケートを基に検討しました。そのアンケートから，「学びを振

り返る場面」において，次の３点で学びの振り返りを行っていることが見えてきまし

た。また，その学びを振り返る場面においても課題があることも見えてきました。 

教師の取組 課題 

❶１時間，もしくは１単元で，つける力がついたか，振

り返る。 

❷自分の取組，学びの過程を振り返る。         

❸まだわからない，新たな課題，次時へのつながりを振

り返る。 

・振り返る時間が確保できない。 

・「振り返りを書いてください」「感想を書いてくださ

い」の一言で終えてしまう授業。 

アンケート結果から，「学びを振り返る場面」において，視点を明確にして取り組

もうとしているが，時間の確保ができなかったり，振り返る視点を生徒に伝えてい

なかったりという課題があることが分かりました。そこで，次の点を来年度の取組

の重点として据えました。 

【重点】 終末の３分を，毎時間確保する『Ｂ中の３分』 

○ どの授業でも終末の３分間，振り返りの時間を位置付け，ノートやカードに記入する。 

○ 資質・能力の３視点から教師が振り返りの視点を決めだし，生徒が学びを振り返ることができるようにする。  

 

③ 検討結果をグランドデザインに反映する 

  プロジェクトチームで検討した具体的な取組を職員会議

に提案し，意見をもらいます。そして，校長の指導により，

来年度のグランドデザインに具体的に反映しました。 

一部の教職員によって決めだした重点ではなく，生徒や

教職員の実態，さらに全教職員の意見が反映された重点の

ため，全教職員で意識して取り組もうといった共通意識が

うまれてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

第2部「深い学び」３章●
(●) 〇ページへ JUMP 

（〇ページ） 

「道徳」のまなび
については… 

教員研修 
については… 

「２章●(●) □□□□」 
〇ページへ JUMP 
（〇ページ） 

ここがポイント！ 

グランドデザインの策定に全教職員が関わっていくメリットはなんですか？ 

 教職員同士がお互いの子供の見方や子供観，教育観を出し合って検討し

ていくため，磨き合うことにつながっていきます。そして，全教職員で

取り組もうという共通意識がうまれてきます。 

☞まとめ 

・多くの教職員は，グランドデザインの作成は一部の教職員や管理職により行われ

ていると感じています。しかし，全教職員が関わる工夫をすることで，意見が反映

されたグランドデザインをつくりあげることができます。 

・資質・能力の育成を視野に入れた具体的な手立てをグランドデザインに反映させ

ていきましょう。 

 


